
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                    

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

宮
ノ
洲
古
墳
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

 

か
つ
て
「
卑
弥
呼
の
鏡
」
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
三
角
縁
神
獣
鏡
を

出
土
し
た
古
墳
が
下
松
市
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
御
存
知
で
す
か
。
こ
の
写
真
は
、

大
正
六
年
の
日
本
汽
船
笠
戸
造
船
所
建
設

時
の
写
真
で
、
右
下
に
写
っ
て
い
る
森
が
、

宮
ノ
洲
古
墳
の
石
室
前
に
建
立
さ
れ
た
埴

常
社
で
す
。
古
墳
は
、
現
存
し
ま
せ
ん
が
、

当
館
で
は
、
古
鏡
写
真
、
「
宮
洲
塩
田
図
」
、

徳
山
藩
士
が
描
い
た
石
室
図
等
を
わ
か
り

や
す
く
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

               
   

新
展
示
「
蒸
気
機
関
車
動
輪
木
型
」 

蒸
気
機
関
車
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を

象
徴
す
る
動
輪
の
製
作
は
、
手
作
り
の
木
型
づ

く
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
街
の

歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 展
示
小
品
紹
介 

「
浪
速
戦
記
」 

当
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
和
本
を
多
く
収
蔵
し

て
い
ま
す
。 

「
浪
速
戦
記
」
は
秀
頼

上
洛
か
ら
家
康
江
戸
入

城
ま
で
を
記
し
た
軍
記

的
読
物
で
す
。
一
説
で

は
、
真
田
幸
村
の
名
前

は
、
こ
の
読
物
に
よ
り

名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
近
年
、

新
説
が
登
場
し
、
注
目

さ
れ
ま
す
。 

話
題
の
資
料 

こ
れ
は
、
今
か
ら
百

六
十
年
以
上
前
の
嘉
永

七
年
（
一
八
五
四
）
に

作
ら
れ
た
産
湯
桶
で
戦

前
ま
で
使
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
当
館
が
収
蔵
す

る
民
具
の
内
で
、
最
古

の
部
類
に
入
り
ま
す
。 

  
 

編
集
後
記 

本
年
一
月
、
公
集
小
学
校
三
年
生
約
百
二
十

人
が
、「
む
か
し
の
く
ら
し
と
道
具
」
を
学
ぶ

た
め
に
、
本
館
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
初
め

て
見
る
蓄
音
機
や
行
灯
を
、
興
味
深
く
見
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
後
日
、
家
族
と
再
見
学
し

て
、
さ
っ
そ
く
学
ん
だ
こ
と
を
説
明
す
る
児
童

も
お
ら
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

当
館
で
は
、
民
具
に
限
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
学

習
に
役
立
つ
多
く
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。 

現
在
、
昭
和
三
十
年
代
の
街
並
み
写
真
の
分

析
、
開
作
関
係
古
文
書
の
解
読
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
は
、
後
日
、
紹
介
す
る
予
定
で

す
。 

 
    
 
 
 
 
 

「島
しま

の学び舎
ま な び や

」だより 
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